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績 集後記

　遭れ瓢迦れて６月末に9iってしまいました。これはひとえに私一人のせいで遍れたものであ

ります，弁解の余地はありません。

　こうな，たのも，多大な仕事を，自分の能力を朗えて全て取り込んでしまい，友人たちの助

けを借りようとしなかったからです。自分の能力を過信してはいけません。自滅するのみなら

ず，組織に対しても大きな損失を与えてしまいます。人間，やはり自己を見つめ直しながら限

界を悟，て生きなければなりませんね。

　などと弁明めいたものを書いてしまいましたが，この通りです。ここで提案です。

　◇とにかく，複数で分担して，試験等でも影響を受けないようにし，しかも個人あたりの負

担を軽減する。

　レポートを書いて下さった方々は当然として，各フィールド原稿をまとめで早期に送って下

さった責任者の皆さん，ありがとりございました。とともにせっかく早期に送っていただいた

のに，本当に｡すみませんでした。なお，ＡＭＳＣのGuest speechどlb（1!licaltourについては，

それぞれ広島大の政永さんと杏林大学の乾さんの原稿が最後まで提出されなかったため，掲載

されません。

　最後に，本書製作において多大な迷惑をおかけしたにもかかわらずご協力いただいたメヂカ

ルフレソド社にお詫びとともに厚く御礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集者　松島　倣裕（自治医大４年）
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